
外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

1 多様な性への理解を深めるための取組の推
進

計画通り完了 A A A 計画通り実施

2 男女共同参画の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性2

国際理解・多

文化共生の推

進

3 多文化共生の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性3
平和な未来
の創造

4 平和な未来の創造 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における4事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。
総合評価についても、すべて「計画通り実施」となっている。
　このことから、大きな課題は無いものと考えられる。

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

コンセプト1　自分らしく生きる

施策1　性別や国籍にかかわらず、多様な価値観を認め、尊重するまち

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

　多様な価値観や文
化の違いを受け入
れ、認め合うことが
できるよう、男女共
同参画や国際理解、
多文化共生の推進な
どに取り組みます。

方向性1
お互いを理
解し、違い
を尊重し合
う意識の醸
成

令和7年度外部評価対象外
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

5 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

6 物忘れセルフチェック・認知症検診の実施 計画通り完了 A A B
改善が必要（進
め方等の改善）

7 フレイル予防事業の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

8 ゲートキーパー養成研修の実施 計画通り完了 A A C
改善が必要（進
め方等の改善）

9 協定保養施設の利用助成 計画通り完了 A A B
改善が必要（進
め方等の改善）

10 特定保健指導の実施 計画通り完了 A A B 計画通り実施

11 「はむら健康フェア」の充実（「スポー
ツの日」イベントとの合同実施）

計画通り完了 A A A 計画通り実施

12 子宮頸がん（HPV）ワクチン予防接種の
積極的な勧奨

計画通り完了 A A A 計画通り実施

13 「スポーツの日」イベントの実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

14 はむらスポーツフェスティバルの充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　生涯にわたって、
健康で明るく元気に
生活できるよう、生
活習慣病予防などの
意識啓発やライフス
テージを通じた健康
づくりなど、包括的
な支援に取り組みま
す。また、住み慣れ
た地域で安心して医
療や介護を受けるこ
とができるよう、関
係機関との連携体制
の充実に取り組みま
す。

令和7年度外部評価対象外　本施策における10事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となってい
る。総合評価は、「計画通り実施」が7事業、「改善が必要（進め方等の改善）」
が3事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.6「物忘れセルフ
チェック・認知症検診の実施」は、検診の受診者数が想定を下回ったことから、
達成度がＢ評価となっている。広報媒体での周知や対面での告知に努めるほか、
受診者数の増加に向けて改善を図る必要があるとしている。
　同じく、No.8「ゲートキーパー養成研修の実施」は、市民向け講座の参加者数
の目標値である定員の80％を達成することが出来なかったことから、達成度がC
評価となっている。講座参加者が少なかったことについては、他部署の講演会と
日時が重複したことが原因の一つであるため、企画段階での日程調整等、改善が
必要であるとしている。
　同じく、№9「協定保養施設の利用助成」は、負担金の利用件数の達成度が
58％であったことから、達成度がB評価となっている。㈱シャトレーゼホール
ディングスと連携するとともに、広報活動に努め、利用者の増加を図っていく。
広報活動としては、はむら市民と産業のまつりでのＰＲ、広報はむらに年4回（春
夏秋冬の季節ごと）掲載等を行っていくこととしている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。
　なお、No.10「特定保健指導の実施」は、特定保健指導の実施計画に掲げた目
標値を達成出来なかったが、参加者の生活習慣に対する意識や行動面での変化が
見られたことや、生活習慣改善を継続するためのモチベーションを高められたこ
とについて、評価できるとしている。

方向性1
心身の健康
づくりの支
援

※「方向性2　医療提供体制の充実」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

方向性3
運動機会の
提供

施策2　元気に生活することができるまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

15 重層的支援体制整備事業の実施に向けた
体制の構築

計画を見直し完了 A A A 計画通り実施

16 「生理の貧困」への支援 計画通り完了 A A A 計画通り実施

17 精神障害にも対応した地域包括ケアシス
テムに関する協議の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

18 介護サービス事業所向け人材育成の支援 計画通り完了 A A B
改善が必要（進
め方等の改善）

19 市民相談の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

20 「低所得者支援及び定額減税補足給付
金」の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

21 民生・児童委員（社会福祉委員）活動の
支援

計画通り完了 A A B 計画通り実施

22 生活困窮者自立相談支援事業の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

23 認知症施策の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

24 子どもや若者の育成支援 計画通り完了 A A A 計画通り実施

25 フードドライブの推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

26 徘徊高齢者探索サービスの実施 計画通り完了 A A B 計画通り実施

　家庭や地域の中
で、高齢者、障害の
ある人など、だれも
がその人らしい自立
した生活を送ること
ができるよう、とも
に支え合い、ともに
生きる社会の実現に
取り組みます。

方向性1
支援が必要
な人を地域
で支え合う

　本施策における12事業の進捗状況は、「計画通り完了」が11事業、「計画を見
直し完了」が1事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が11事業、
「改善が必要（進め方等の改善）」が1事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.18「介護サービス
事業所向け人材育成の支援」は、介護サービス事業所職員に係る研修経費の補助
件数が1件（計画では22件）であったことから、達成度がB評価となっている。引
き続き、利用促進が図られるよう、事業者への周知を強化していくこととしてい
る。
　No.15「重層的支援体制整備事業の実施に向けた体制の構築」は、事業を推進
する中で新たに実施しなければならない事務が発生したことから、進捗状況が
「計画を見直し完了」となっている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。
　№21「民生・児童委員（社会福祉委員）活動の支援」は、欠員により不在と
なっている地区があることから、補充を第一優先で取り組むこととしている。
　№26「徘徊高齢者探索サービスの実施」は、当初の計画事業量を下回ったが、
前年度を超える利用があった。

令和7年度外部評価対象外

施策3　ともに生き、助け合うまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

27 公園を活用した地域との連携による居場
所づくり事業の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

28 市民活動の促進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

29 市民提案型協働事業の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

30 市民活動団体連携協議会の運営支援 計画通り完了 A A A
改善が必要（進
め方等の改善）

31 町内会・自治会活動等への支援 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　市民や町内会・自
治会などの各種団体
による、地域コミュ
ニティなどでの活動
を通じて、地域の中
で、自己実現や達成
感を得ることができ
るよう、市民のさま
ざまな活動を尊重し
地域の活性化につな
げることに取り組み
ます。

方向性2
地域活動に
よる地域コ
ミュニティ
の活性化

　本施策における5事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。
総合評価は、「計画通り実施」が4事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が1
事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.30「市民活動団体
連携協議会の運営支援」は、委員の意識に違いがあり、協議会の自立化に向けて
は課題も多い状況であることから、運営方法等については検討が必要であるとし
ている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

令和7年度外部評価対象外

※「方向性1　生きがいづくりの支援」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

施策4　いきいきと活動するまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

方向性1
子育て家庭
への支援

32 産後ケア事業の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

33 保護者の就労等の有無にかかわらない未
就園児の定期預かり事業の実施

計画を見直し完了 A A A 計画通り実施

34 保育所等における地域の子育て支援事業
の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

35 （仮称）羽村市こども計画の策定 計画通り完了 A A A 計画通り実施

36 発達支援体制の充実のためのペアレン
ト・トレーニングの実施

計画通り完了 A B B
改善が必要（進
め方等の改善）

37 児童手当の拡充 計画通り完了 A A A 計画通り実施

38 高校生等医療費助成事業の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

39 妊婦健康診査の公費負担の実施 計画通り完了 A A B 計画通り実施

40 ヤングケアラーの支援体制の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

41 出産・子育て応援事業（伴走型相談支
援・経済的支援）の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

42 多言語通訳システムを活用した子育て相
談の実施

計画通り完了 A A B 計画通り実施

43 多胎児家庭の支援の実施 計画通り完了 A A B 計画通り実施

　本施策における19事業の進捗状況は、「計画通り完了」が18事業、「計画を見
直し完了」が1事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が17事業、
「改善が必要（進め方等の改善）」が2事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.36「発達支援体制
の充実のためのペアレント・トレーニングの実施」は、広報はむらや市公式サイ
ト、市内幼稚園・保育園・学童クラブ等へのチラシ配布により参加者を募った
が、参加定員８人（参加者３人）に満たなかったことから。効率性（手法）及び
達成度がＢ評価となっている。プログラムについては、１コース全６回、定員８
人を継続し、講座の進め方や使用する媒体は適宜改善し実施する。参加者募集に
ついては、幼稚園・保育園等や小学校でのチラシ配布の協力や、乳幼児健診での
周知を行っていく。申込方法については、従来の電話や窓口に加え、LOGO
フォームを活用したインターネット申込みを導入し、利便性の向上を図ることと
している。
　同じく、No.48 「放課後子ども教室の運営体制の充実」は、実施校の一部で
は、特別な配慮を必要とする児童への対応が課題となっているため、今後は、よ
り効果的な方策を講じる必要がある。実施日数や実施内容をより拡充させるた
め、民間事業者への運営委託について、検討を行う必要があるとしている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。
　No.33「保護者の就労等の有無にかかわらない未就園児の定期預かり事業の実
施」は、幼稚園は計画の4園に対し、園の事情により2園の実施となったが、認証
保育所1園での実施、実施施設への補助を計画通り実行した。
　No.39「妊婦健康診査の公費負担の実施」は、妊婦健康診査及び超音波検査の
公費負担について、計画の約８割の実施件数を達成した。助産所の実施件数は当
初見込みより少ない件数であったが、助産所で妊婦健康診査を受ける方の負担軽
減が図られた。
　No.42「多言語通訳システムを活用した子育て相談の実施」は、前年度の利用
件数と比較し、利用率は低くなっているが、多言語通訳タブレットを活用し母国
語でサービス案内、相談支援を行った。
　No.43「多胎児家庭の支援の実施」は、当初120時間の利用見込みに対し実績
50時間となったが、多胎児家庭数が見込みを下回ったことによるものであり、支
援を必要とする家庭には適切にサービスを提供した。

令和7年度外部評価対象外　だれもがのびのび
と、安心して子ども
を生み育てることが
でき、すべての子ど
もがすこやかに成長
することができるよ
う、子どもの成長段
階に応じた支援の充
実に取り組みます。

コンセプト2　成長をはぐくむ

施策1　子どもたちがすこやかに成長するまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

44 医療的ケア児の受け入れの実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

45 五種混合ワクチンの定期接種の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

46 ファーストバースデーサポート事業の実
施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

47 民間事業者への委託による学童クラブの
運営

計画通り完了 A A A 計画通り実施

48 放課後子ども教室の運営体制の充実 計画通り完了 A A A
改善が必要（進
め方等の改善）

49 学童クラブ入所申請手続きの電子化 計画通り完了 A A A 計画通り実施

50 学童クラブ運営の質の向上に向けた取組
の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性2
支え合いに
よる子育て
の推進

　本施策における19事業の進捗状況は、「計画通り完了」が18事業、「計画を見
直し完了」が1事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が17事業、
「改善が必要（進め方等の改善）」が2事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.36「発達支援体制
の充実のためのペアレント・トレーニングの実施」は、広報はむらや市公式サイ
ト、市内幼稚園・保育園・学童クラブ等へのチラシ配布により参加者を募った
が、参加定員８人（参加者３人）に満たなかったことから。効率性（手法）及び
達成度がＢ評価となっている。プログラムについては、１コース全６回、定員８
人を継続し、講座の進め方や使用する媒体は適宜改善し実施する。参加者募集に
ついては、幼稚園・保育園等や小学校でのチラシ配布の協力や、乳幼児健診での
周知を行っていく。申込方法については、従来の電話や窓口に加え、LOGO
フォームを活用したインターネット申込みを導入し、利便性の向上を図ることと
している。
　同じく、No.48 「放課後子ども教室の運営体制の充実」は、実施校の一部で
は、特別な配慮を必要とする児童への対応が課題となっているため、今後は、よ
り効果的な方策を講じる必要がある。実施日数や実施内容をより拡充させるた
め、民間事業者への運営委託について、検討を行う必要があるとしている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。
　No.33「保護者の就労等の有無にかかわらない未就園児の定期預かり事業の実
施」は、幼稚園は計画の4園に対し、園の事情により2園の実施となったが、認証
保育所1園での実施、実施施設への補助を計画通り実行した。
　No.39「妊婦健康診査の公費負担の実施」は、妊婦健康診査及び超音波検査の
公費負担について、計画の約８割の実施件数を達成した。助産所の実施件数は当
初見込みより少ない件数であったが、助産所で妊婦健康診査を受ける方の負担軽
減が図られた。
　No.42「多言語通訳システムを活用した子育て相談の実施」は、前年度の利用
件数と比較し、利用率は低くなっているが、多言語通訳タブレットを活用し母国
語でサービス案内、相談支援を行った。
　No.43「多胎児家庭の支援の実施」は、当初120時間の利用見込みに対し実績
50時間となったが、多胎児家庭数が見込みを下回ったことによるものであり、支
援を必要とする家庭には適切にサービスを提供した。

令和7年度外部評価対象外　だれもがのびのび
と、安心して子ども
を生み育てることが
でき、すべての子ど
もがすこやかに成長
することができるよ
う、子どもの成長段
階に応じた支援の充
実に取り組みます。
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

51 幼稚園・保育園・小学校の連携の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

52 ICT等を活用した不登校児童・生徒支援
対策の推進

計画通り完了 B B A
改善が必要（進
め方等の改善）

方向性2
学校教育の
充実

53 学校施設の計画的な改修工事の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

54 羽村市立小学校体育館冷暖房空調設備の
設置

計画通り完了 A A A 計画通り実施

55 校務用パソコンの更新及びインターネッ
ト閲覧環境の整備

計画通り完了 A A A 計画通り実施

56 学校ホームページのリニューアル 計画通り完了 A A A 計画通り実施

57 コミュニティ・スクールの導入及び運用 計画通り完了 A A A 計画通り実施

58 物価高騰対策としての学校給食費保護者
負担軽減補助事業の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

59 スイミングセンターを活用した小学校水
泳授業の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

60 部活動の地域移行の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

61 不登校及び不登校傾向の児童・生徒への
校内別室指導による支援

計画通り完了 A A A 計画通り実施

62 ICT機器を活用した教育の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

63 家庭と子供の支援員による支援の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における18事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となってお
り、総合評価は、「計画通り実施」が17事業、「改善が必要（進め方等の改
善）」が1事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.52「 ICT等を活用
した不登校児童・生徒支援対策の推進 」は、事業全てが東京都の負担と責任にお
いて遂行されることが望ましいとのことから、妥当性がＢ評価、バーチャル・
ラーニング・プラットフォーム事業の仮想空間内における支援は自治体ごとの実
施であるが、市で専任教員を常駐させることが困難とのことから、効率性（手
法）がB評価となっている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

方向性1
発達や学び
の継続的な
支援

　子どもたちの個性
や能力を最大限に伸
ばし、「豊かな心」
や「生きる力」を身
につけることができ
るよう、義務教育９
年間の連続した教育
やデジタル技術を活
用した確かな学力の
育成に取り組むとと
もに、家庭と地域と
学校が連携した、羽
村市の特色を活かし
た教育に取り組みま
す。

施策2　子どもたちが生きる力を身につけるまち

令和7年度外部評価対象外
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

64 いじめ、虐待から命を守る取組みの推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

65 特別支援学級の運営支援 計画通り完了 A A A 計画通り実施

66 教育相談・就学相談の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

67 ハーモニースクール・はむらの運営 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性3
社会を担う
意識の醸成

68 青少年健全育成事業の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

69 学校での市図書館所蔵資料貸出返却の試
行実施

遅延 B B C
改善が必要（進
め方等の改善）

70 図書館資料の宅配サービスの実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

71 セカンドブックスタート事業（啓発）等
の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

72 YA（ヤングアダルト）世代の読書習慣の
定着支援

計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性2

交流を通じた

学びの創出
73 児童館の今後の在り方の検討 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における18事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となってお
り、総合評価は、「計画通り実施」が17事業、「改善が必要（進め方等の改
善）」が1事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.52「 ICT等を活用
した不登校児童・生徒支援対策の推進 」は、事業全てが東京都の負担と責任にお
いて遂行されることが望ましいとのことから、妥当性がＢ評価、バーチャル・
ラーニング・プラットフォーム事業の仮想空間内における支援は自治体ごとの実
施であるが、市で専任教員を常駐させることが困難とのことから、効率性（手
法）がB評価となっている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　子どもから高齢者
まで、いつでも、ど
こでも楽しく学ぶ環
境整備を図るととも
に、羽村市の財産で
ある「人」「文化」
「芸術」「歴史」
「自然」などを活か
した学びが広がり、
人や社会のために発
揮・共有・継承され
るよう取り組みま
す。

※「方向性3　新たな学びや学びの深化につなげる」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

方向性1
だれもがい
つでもどこ
でも学習で
きる機会の
創出

　本施策における5事業の進捗状況は、「計画通り完了」が4事業、「遅延」が1
事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が4事業、「改善が必要（進め
方等の改善）」が1事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.69「学校での市図
書館所蔵資料貸出返却の試行実施」は、リクエスト方法、学校への配送方法、児
童・生徒への受渡し方法など、有効な方法にたどり着くことができなかったこと
から、達成度がC評価、進捗状況が「遅延」となっている。引き続き、試行実施校
の協力を得ながら、紙書籍での運用方法を検討し、児童・生徒の読書意欲と読書
環境の向上を図るとともに、1人1台端末等の活用による電子書籍の導入を検討し
ていくこととしている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

令和7年度外部評価対象外

施策3　地域で学び、つながり、活かすことができるまち

　子どもたちの個性
や能力を最大限に伸
ばし、「豊かな心」
や「生きる力」を身
につけることができ
るよう、義務教育９
年間の連続した教育
やデジタル技術を活
用した確かな学力の
育成に取り組むとと
もに、家庭と地域と
学校が連携した、羽
村市の特色を活かし
た教育に取り組みま
す。

令和7年度外部評価対象外
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

74 羽村駅西口地区の都市基盤整備 計画通り完了 A A A 計画通り実施

75 市道改修等工事などの実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

76 街路照明灯の整備 計画通り完了 A A A 計画通り実施

77 水道管路の整備 計画通り完了 A A A 計画通り実施

78 下水道施設の長寿命化 計画通り完了 A A A 計画通り実施

79 分流式下水道（汚水管）における雨天時
浸入水対策

計画通り完了 A A A 計画通り実施

80 羽村市宅地開発等指導要綱による宅地開
発事業の規制及び誘導

計画通り完了 A A A 計画通り実施

81 コミュニティバスはむらんの運行 計画通り完了 A A A 計画通り実施

82 マンションの適正な管理の促進 計画を見直し完了 A B B
改善が必要（進
め方等の改善）

83 水道施設の計画的な更新・改修 計画通り完了 A A A 計画通り実施

84 雨水浸透施設設置費の助成 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における16事業の進捗状況は、「計画通り完了」が15事業、「計画を見
直し完了」が1事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が15事業、
「改善が必要（進め方等の改善）」が1事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.82「マンションの
適正な管理の促進」は、都条例に該当しない市内の分譲マンション54棟につい
て、市職員で調査を実施したが、専門知識を要する調査には限界があり、マン
ション管理士の活用などさらなる調査・研究が必要であることから、効率性（手
法）がB評価、実施計画で予定していた築年数の古いマンションに対する管理計画
認定の優先的なサポート２件について、所有者への訪問が困難で実施できなかっ
たことから、達成度がB評価、進捗状況が「計画を見直し完了」となっている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。
　No.88「指定管理者による公園・児童遊園の管理運営」は、施設の修繕や維持
管理に係る各種再委託の経費が物価高騰や労務費などにより増加したことで管理
運営費を圧迫しており、有料施設等における受益者負担額を見直し、使用料の適
正化を検討する必要があるとしている。

コンセプト3　スマートにくらす

施策1　快適な都市環境が整うまち

令和7年度外部評価対象外　だれもが安全・安
心・快適に暮らすこ
とができるよう、道
路、駅前広場、公
園、水道、下水道な
どの都市基盤施設の
整備や維持保全、公
共交通の充実、自然
と調和した良好なま
ちなみの維持に取り
組みます。

方向性1
快適で生活
しやすい環
境の整備
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

85 羽村市動物公園の在り方の検討 計画通り完了 A A A 計画通り実施

86 公共建築物の計画的な改修工事等の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

87 指定管理者による動物公園の管理運営 計画通り完了 A A A 計画通り実施

88 指定管理者による公園・児童遊園の管理
運営

計画通り完了 A B A 計画通り実施

89 子供の遊び場整備事業の検討（水上公
園、宮の下運動公園及び堰上草花公園の一体
的な整備）

計画通り完了 A A A 計画通り実施

90 電子申請等行政手続きのオンライン化の
推進

計画通り完了 A A A 計画通り実施

91 羽村市LINE公式アカウントを利用した情
報配信システムの運用

計画通り完了 A A A 計画通り実施

92 「書かない窓口」の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

93 スマホ教室の実施 計画通り完了 A A C
改善が必要（規模
や内容、実施主体

の見直し等）

94 狂犬病予防法の特例制度（ワンストップ
サービス）の開始

計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における16事業の進捗状況は、「計画通り完了」が15事業、「計画を見
直し完了」が1事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が15事業、
「改善が必要（進め方等の改善）」が1事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.82「マンションの
適正な管理の促進」は、都条例に該当しない市内の分譲マンション54棟につい
て、市職員で調査を実施したが、専門知識を要する調査には限界があり、マン
ション管理士の活用などさらなる調査・研究が必要であることから、効率性（手
法）がB評価、実施計画で予定していた築年数の古いマンションに対する管理計画
認定の優先的なサポート２件について、所有者への訪問が困難で実施できなかっ
たことから、達成度がB評価、進捗状況が「計画を見直し完了」となっている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。
　No.88「指定管理者による公園・児童遊園の管理運営」は、施設の修繕や維持
管理に係る各種再委託の経費が物価高騰や労務費などにより増加したことで管理
運営費を圧迫しており、有料施設等における受益者負担額を見直し、使用料の適
正化を検討する必要があるとしている。

令和7年度外部評価対象外

施策2　いつでもどこでもつながるスマートシティ

令和7年度外部評価対象外

※「方向性2　先端技術の活用」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

　だれもが安全・安
心・快適に暮らすこ
とができるよう、道
路、駅前広場、公
園、水道、下水道な
どの都市基盤施設の
整備や維持保全、公
共交通の充実、自然
と調和した良好なま
ちなみの維持に取り
組みます。

方向性2
公共施設の
機能充実

　「人と人」や「人
とモノ」が、いつで
も、どこでもつなが
り、さらに生活が便
利になるよう、新た
な技術を活用する環
境の整備や、さまざ
まな社会経済活動の
ICT化などに取り組
みます。

方向性1
ICTの活用
促進

　本施策における5事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。
総合評価は、「計画通り実施」が4事業、「改善が必要（規模や内容、実施主体の
見直し等）」が1事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（規模や内容、実施主体の見直し等）」となった
No.93「スマホ教室の実施」は、参加者が目標を大きく下回ったことから、達成
度がC評価となっている。本事業は、東京都の事業を活用していることもあり、大
きく変更できる点は見いだせないが、必要としている方への情報提供の手法を検
討することとしている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

95 羽村市LINE公式アカウントを利用したご
み、リサイクルに関する情報発信の充実

計画通り完了 A A A 計画通り実施

96 リサイクルセンターの機能の維持及び施
設の在り方に関する検討

計画通り完了 A A A 計画通り実施

97 ごみの減量と資源化の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

98 リユースの推進
（協定に基づくリサイクル品の販売）

計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性2
自然環境の
保全

99 外来生物による生態系等への被害防止対
策の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

100 自然環境学習の実施 計画通り完了 A A A
改善が必要（進
め方等の改善）

101 ハウス栽培における温室効果ガスの排出
削減の推進

計画通り完了 A A A 計画通り実施

令和7年度外部評価対象外

102 省エネルギー、再生可能エネルギーの利
用促進

計画を見直し完了 A B B
改善が必要（進
め方等の改善）

令和7年度外部評価対象外

　本施策における2事業の進捗状況は、「計画通り完了」が1事業、「計画見直し完了」が
1事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が1事業、「改善が必要（進め方等の
改善）」が1事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.102「省エネルギー、再生可
能エネルギーの利用促進」は、申請開始後、早い時期に予算上限に達しているため、事業
の周知期間、申請時期、予算配分も含めて見直す必要があるとしている。

方向性1
ごみの減量
と資源化の
促進

方向性1
環境に配慮
した取組み
の推進

　本施策における6事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。
総合評価は、「計画通り実施」が5事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が1
事業となっている。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.100「自然環境学習
の実施」は、募集人数に対して応募人数が少なかった事業があるため、今後の周
知方法を工夫するとともに、多くの方に参加していただけるような魅力ある事業
企画を検討する必要があるとしている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

施策4　ゼロエミッションの地球にやさしいまち

施策3　自然を大切にし、次世代につなぐまち

　再生可能エネルギーを利

用したエネルギーの地産地

消を推進し、二酸化炭素の

排出を削減することなど、

脱炭素社会の実現を目指

す、地球にやさしいまちづ

くりに取り組みます。

　3R（リデュース・
リユース・リサイク
ル）などの環境配慮
行動を実践し、ごみ
の減量と排出の抑制
に取り組みます。ま
た、市内のみどりや
水・空気の保全、生
物多様性の確保など
に取り組むことで、
限られた資源を大切
にし、次世代に継承
していくことに取り
組みます。

令和7年度外部評価対象外
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

方向性1
羽村市への
進出の支援

103 企業誘致促進制度の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における事業については、大きな課題は無いものと考えられる。 令和7年度外部評価対象外

104 企業支援事業の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

105 創業支援事業の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

106 農地におけるアライグマ・ハクビシンの
防除事業の実施

計画通り完了 A B A
改善が必要（進
め方等の改善）

107 生産緑地の維持・保全 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性3
羽村市の魅
力の発信

108 「はむら市民と産業のまつり」の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における事業については、大きな課題は無いものと考えられる。 令和7年度外部評価対象外

コンセプト4　にぎわいを創る

施策1　先端技術産業が集まるまち

※「方向性2　企業間などのつながりの強化」「方向性3　産業分野間の連携の強化」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

施策2　市内産業が元気に活動するまち

　羽村市の経済活動
を支える工業・商
業・農業・観光業
が、それぞれの事業
者の個性を大切にし
ながら、相乗的に発
展していけるよう、
市内産業の魅力向上
に取り組みます。

施策3　人が集まり、交流を生むまち

※「方向性1　羽村市の魅力の向上」「方向性2　来訪者とのつながりの創出」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

　市内産業の効果的な
魅力発信や、多くの人
が集い、交流が生まれ
る駅周辺などの基盤整
備を行うとともに、羽
村市に関わる人との交
流を生み、まちに活気
やにぎわいを創ること
に取り組みます。

※「方向性2　新たなチャレンジの支援」「方向性3　人材の確保や育成の支援」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

方向性1
継続的な操
業や立地の
支援

　本施策における4事業の進捗状況はいずれも「計画通り完了」、総合評価は「計
画通り実施」が3事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が1事業となってい
る。
　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.106「農地における
アライグマ・ハクビシンの防除事業の実施」は、罠の設置から回収、処分まです
べてを事業委託していたが、手続きの簡略化や効率化のため、委託内容の改善を
行うこととしている。

　産業振興と都市計画の両

面から、先端技術産業など

を始めとする企業誘致や、

新たな産業の創出を図ると

ともに、産業集積による先

端技術などの開発拠点を形

成し、地域における産業連

携を促進していくことに取

り組みます。

令和7年度外部評価対象外
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

方向性1

関係機関との

連携の強化

109 消防団員参集メール配信等システムの導
入・運用

計画を見直し完了 A A A 計画通り実施

110 災害・危機管理対応力の強化 計画通り完了 A A A 計画通り実施

111 実効性のある総合防災訓練の実施 計画通り完了 A A B
改善が必要（規模
や内容、実施主体

の見直し等）

112 消防団員休団制度の導入 計画通り完了 A A A 計画通り実施

113 羽西三丁目地区における都市再生地籍調
査事業の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

114 市道第2002号線無電柱化事業の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

115 雨水管理総合計画の策定 計画通り完了 A A A 計画通り実施

116 災害時マンホールトイレの整備 計画通り完了 A A A 計画通り実施

117 那賀排水樋管ゲートの電動化改良工事 計画通り完了 A A A 計画通り実施

118 避難所運営マニュアルの改定 遅延 A A D
改善が必要（規模
や内容、実施主体

の見直し等）

119 消防団活動への支援 計画通り完了 A A A 計画通り実施

120 避難行動要支援者個別避難計画の作成 計画通り完了 A A A 計画通り実施

121 災害時の市の福祉避難所の実効性の確保 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における13事業の進捗状況は、「計画通り実施」が11事業、「計画を見
直し完了」が1事業、「遅延」が1事業であった。
　各評価項目を勘案した総合評価は、「計画通り実施」が11事業、「改善が必要
（規模や内容、実施主体の見直し等）」が2事業となっている。
　「計画を見直し完了」となった№109「消防団員参集メール配信等システムの
導入・運用」については、リース業者の選定及び調達に時間を要したことから、
当初の予定より開始時期が遅れたが、福生消防署管内の自治体（羽村市・福生
市・瑞穂町）と共同で導入し、運用を開始したことから、総合評価については
「計画通り実施」となっている。
　「遅延」となった№118「避難所運営マニュアルの改定」については、市内指
定避難所10箇所の運営組織への働きかけを行ったものの、避難所運営マニュアル
の改定に着手できなかったことから、達成度がD評価となり、総合評価についても
「改善が必要（規模や内容、実施主体の見直し等）」となっている。
　№111「実効性のある総合防災訓練の実施」については、訓練内容に応じた適
切な実施方法（別日での開催等）の検討が必要であることから、総合評価は「改
善が必要（規模や内容、実施主体の見直し等）」となっている。
　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

施策1　相互の連携・協力による、災害に強いまち

コンセプト5　くらしを守る

　地震や気象災害、
火災の発生などによ
る被害を最小限に抑
えるため、市と市
民・事業者、国、東
京都、関係機関と相
互に連携し、普段か
らの対策・訓練に取
り組むことで、自
助・共助・公助の強
化に取り組みます。

№109

・機材の選定・調達に時間を要した原因（技術的問題、行政間調整、消防の特殊事情等）を明確にし、今後

の改善に生かしてほしい。

・導入効果について、火災発生から出動までの時間を何分短縮したのか、火災件数、出動人数等の客観的

データを記載することで、より分かりやすくなる。

№110

・女性視点のプロジェクトチーム設置について、取組結果や課題を記載し、次回や別事業につなげてほし

い。

・「まるごとまちごとハザードマップ」について、他自治体では公共施設へのテープ表示で意識向上効果が

出ている。費用対効果の観点から、簡易版の設置等、5年後の契約更新に向けて検討してほしい。

№111

・実効性のある防災訓練にしていくためには、参加人数等のアウトプット指標ではなく、住民の防災意識や

行動変化を測るアウトカム指標で評価することが重要である。

・親子防災宿泊訓練等の新たな取組については、参加者数や効果測定データを明記し、客観的データに基づ

く分析が必要である。

・以前の総合防災訓練では、自主防災組織や中学生が避難行動要支援者の安否確認訓練を実施していた。安

否確認を実施できるのは自主防災組織であるため、どんどん動かしてほしい。

№113

・長期間を要する事業である。全体計画と重点地域の設定、財政的な年次計画等を明示し、計画的な推進を

検討していただきたい。

№114

・羽村市全体の無電柱化の全体計画を示した上で、個別事業の位置付けを明確にし、進捗が分かるようにす

るといい。目標設定と全体像の提示が必要である。

№115

・シミュレーション後に作成する「内水浸水想定区域図」について、防災安全課との連携を強化し、市民に

とってイメージしやすく、分かりやすいものとしていただきたい。

№116

・単年度の実施状況のみでなく、全体でどこに何基設置するのか事業全体の計画（市内19施設95基完了）

と、その中での位置付けを明示してほしい。

№117

・手動操作から自動化により職員の安全確保が図られた効果をより明確に記載したほうがいい。

・水上公園地下ポンプ設備の排水用ホースの常設化について、国土交通省との調整を含め、検討していただ

きたい。

№118

・マニュアル改定だけでなく、訓練等による実効性のある対策が必要であり、明確なゴールを設定した上で

マニュアル改定事業の必要性を示す必要がる。

・避難所は、避難者の中から委員長を選出し、避難所運営委員会が活動する。マニュアル改定時には、小・

中学生を含めた避難所での活動を盛り込むといい。

№119

・学生消防団員の入団促進や認証制度について、全体像（現在7名の学生消防団員、各分団の定数・現員

等）を示し、実態に合った目標設定が重要である。

・準中型免許取得補助と学生認証という異なる事業は分けて評価する必要がある。

・ドイツでは、団員確保について、小・中学生の頃からの継続的な防災教育や訓練への参加等を実施してい

る。ドイツの例は参考になる。

№120

・全対象者（138人）の計画作成が努力義務とされている中で、同意の得られた29人のうち、24人を作成

で評価するのはいかがなものか。

・高齢福祉課では高齢者の事態調査を実施しているため、連携により要支援者名簿の精度向上が図れるので

はないか。

№121

・令和5年度に判明した「現行の施設運営体制では新たに避難する要支援者の介護が困難」という課題に対

する具体的な対応策を早急に取り組んでほしい。

方向性3
災害に強い
環境の整備

方向性4
災害時に安
心して生活
できる環境
の整備

方向性2
防災に関す
る知識や災
害時の対応
方法などの
習得支援
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性
(手法)

達成度 総合評価

令和7年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価））

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組の概要 方向性

方向性1
犯罪防止対
策の強化

122 消費生活相談の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性4
基地対策の
強化

123 横田基地対策の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　私たちの命や日常の暮ら

しに重大な影響を与えるお

それのある感染症などへの

対策に取り組むとともに、

市民生活や地域経済を安定

的に維持することができる

よう取り組みます。

施策2　犯罪や事故から身を守り、安全で、安心できるまち

※「方向性2　交通事故などの防止」「方向性3　地域との連携の強化」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

施策3　感染症などから日常のくらしを守り、安定した生活ができるまち

　詐欺、盗難、空き巣
などの犯罪や、交通事
故などの被害を未然に
防ぎ、安全な環境の中
で、安心した日常生活
を送ることができるよ
う、関係団体や関係機
関との連携による対策
強化や環境整備に取り
組みます。

№123
・苦情件数や騒音レベル等の客観的データがあると分かりやすい。
・オスプレイによる振動被害や夜間訓練の縮小について、引き続き関係機関への
要請を継続してほしい。

※「方向性1　医療体制の確保」「方向性2　情報共有の推進」及び「方向性3　経済的な支援」に位置づけた事業に、令和7年度行政評価の対象となる事業はありません。

　本施策における2事業の進捗状況は、「計画通り完了」が2事業であった。
　各評価項目を勘案した総合評価は「計画通り実施」が2事業となっている。
　このことから、№122については、消費生活相談を実施し、市民の消費者トラ
ブル解決と啓発に努めていくこととしている。№123については、横田基地に起
因する諸問題の解決に向けて、基地周辺自治体と連携し、国及び米軍等へ要請す
るとともに、市民への情報提供に取り組むこととしている。
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